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取付・取扱説明書

施工上の注意事項

１.軟弱地盤でのコンクリート基礎埋め込み深さ、周囲幅は充分に取るようにします。

２.付属部材の取付けの際は、締め過ぎにご注意ください。

   電動ドライバーをご使用の際は、低速回転で締め付けてください。

３.取付け完了後は、ネジ類の締まり具合を再度ご確認ください。

４.本門柱セットにポスト、表札、照明、インターホン、インターホンカバーは含まれていません。
   別途ご購入ください。

トーシンコーポレーションの製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

末永くご愛用いただくために、この「取付・取扱説明書」をよくお読みいただき、正しい施工と

ご使用をお願いします。

※梱包が水濡れにより、製品にダンボールの色が付着する場合があります。

シート等で養生するようにお願いします。

本製品の笠木と、正面意匠のタイルはいぶし瓦製です。別紙「いぶし瓦に関するご注意」をお読み

いただき、お取扱いにご注意ください。
※

５.オプション品（照明・インターホン等）取付の際の穴明け加工時、振動ドリルを使用しますと

　 キリ貫通裏部が大きく破損、剥離する可能性がありますので回転ドリルで加工をお願いします。

インターホンカバーの取付

６ 照明の取付

※トーシンオリジナルLED照明ＭＬ-Ｆ13添付の「施工説明書」を参考に取付けて下さい。

※ 照明器具に同梱の取扱説明書に従って工事を行ってください。

※ インターホンは市販の露出型を別途ご購入下さい。

※ 本製品の笠木と正面意匠のタイルはいぶし瓦製です。瓦は指紋の汚れが付きやすい素材のため、

　 本製品を取り扱う際はきれいな手袋を着用して作業してください。指紋が付いてしまった場合は、

 　水で薄めた中性洗剤を使用して、柔らかい布で拭き取ってください。

※ いぶし瓦表面のいぶし銀は、弱粘着性のテープ等でも剥がれてしまいます。

　 いぶし銀は補修ができないため、絶対に粘着物やテープなどを瓦表面に直接貼らないでください。

インターホンカバーを門柱本体にあてて位置を確認し、

マーキングします。

ドリルにて門柱本体に穴を開けて下さい。

門柱本体の穴にボンドを注入し、

インターホンカバーに固定したネジを挿入して下さい。

ボンドが硬化するまで、テープなどを利用して位置を調

整して下さい。

※テープを使用する際は、粘着部分が直接瓦に触れな

いように、ビニールなどで瓦を保護してください。

１.

２.

３.

４.

１.取付用アンカーＰＣプラグ（黄）を打つ位置を決定し、印を付け、Φ６ドリル

　 で穴を開け、決定し、印を付け、取付用アンカーＰＣプラグを打ちこんでく

   ださい。

２.取付用アンカーに、照明器具付属の照明台座を取付けてください。

３.インターホンと照明器具を結線した後、本体と笠木を

 　多用途ボンドにて接着固定してください。

※ 本製品の笠木と正面意匠のタイルはいぶし瓦製です。
いぶし瓦は指紋の汚れが付きやすい素材のため、本製
品を取り扱う際はきれいな手袋を着用して作業してく
ださい。指紋が付いてしまった場合は、水で薄めた中
性洗剤を使用して、柔らかい布で拭き取ってください。

※ いぶし瓦表面のいぶし銀は、弱粘着性のテープ等でも
剥がれてしまいます。いぶし銀は補修ができないため、
絶対に粘着物やテープなどを瓦表面に直接貼らないで
ください。

パネル取付ネジ（2本）

本体取付ネジ
（2本）

絶縁ブッシング（2個）

ＰＳ
Ｅ

笠木
本体

本体パネル

門柱

インターホン

インターホンカバー



※ ネームプレートの位置を決める際は、

ネームプレートが垂直になる場所を選んで

取付けてください。

１.

２.

ネームプレートを門柱本体にあてて位置を確認し、

マーキングします。

ネームプレートにボンドを塗り（図1）、圧着してください。

※ 本製品の笠木と正面意匠のタイルはいぶし瓦製です。

 　いぶし瓦は指紋の汚れが付きやすい素材のため、

 　本製品を取り扱う際はきれいな手袋を着用して作業

　 してください。

 　指紋が付いてしまった場合は、水で薄めた中性洗

　 剤を使用して、柔らかい布で拭き取ってください。

※ いぶし瓦表面のいぶし銀は、弱粘着性のテープ等でも

　 剥がれてしまいます。

　 いぶし銀は補修ができないため、絶対に粘着物や

　 テープなどを瓦表面に直接貼らないでください。

梱包内容

施工の手順

３ ネームプレートの取付

※詳しくはポストの施工説明書をご覧下さい。

※取り付け前に、投函フタや各種可動部が
　瓦意匠タイルに接触しないことを確認してください。

照　明 ポスト

インターフォンカバー

本体／笠木

（オプション品） （オプション品）

補 修 塗 料 1

取扱説明書

笠　　　置

本　　　体 1

1

1

４ インターホンの取付

※ インターホンは市販の露出型を別途ご購入ください。

※ 配管線の先端は、室内側との

　 接続まで地表に仮出ししてください。

1 門柱の設置

表　札

(オプション品) (オプション品)

１.

２.

３.

４.

門柱を埋込み穴に設置し、門柱の位置を確認し

仮固定してください。(PPバンドなどを使用してください）

門柱を補助棒などを差込み自立させてください。

コンクリートドリルで配線穴をあけて、

各種配線を露出しておいてください。

寸法，門柱の水平・垂直を確認し、

コンクリート打をしてください。

１.

２.

３.

配線穴の周りに水処理のシールをしてください。

取付けビス位置に、市販のＰＣプラグを打ち込

み、台座を取付けてください

取付け後は、子機の全周をシール処理してくだ

さい。
自立補助棒(鉄筋など)

固定位置

(図1）表札裏面

※ 本製品の笠木と正面意匠のタイルはいぶし瓦製です。
いぶし瓦は指紋の汚れが付きやすい素材のため、本製
品を取り扱う際はきれいな手袋を着用して作業してく
ださい。指紋が付いてしまった場合は、水で薄めた中
性洗剤を使用して、柔らかい布で拭き取ってください。

※ いぶし瓦表面のいぶし銀は、弱粘着性のテープ等でも
剥がれてしまいます。いぶし銀は補修ができないため、
絶対に粘着物やテープなどを瓦表面に直接貼らないで
ください。

四角凹部の発泡を破り
ＣＤ管を通してください。

インターホン

シーリング

ポストの取付２

１.

２.

３.

４.

５.

前トビラを大きく開く状態にして下さい。

ポストを取り付ける壁面へあてて

ビス穴位置をマークします。

壁面にドリルで下穴をあけます。

（ドリル径：6ｍｍ）

下穴に付属のフィッシャープラグを

挿し込みます。

ポストと壁面の間に付属のスペーサーを

挟みビスで締め固定します。

付属ビス

スペーサー

取付穴

フィッシャープラグ

ビード状

基礎コンクリート

660以上
400以上

インターフォン用配線

照明用配線

道路側
家　側


